
 
 
 
 
 
千葉県連統一クリーンハイクを実施しました。詳細については自然保護委員会より

報告があると思います。 
昨年と同じ金山ダム湖畔の道路沿いのゴミ回収を実施した。その後、鴨川メガソー

ラー建設予定地の尾根筋を歩いて貴重な南房総特有の自然にふれる事が出来た。この

素晴らしい自然を守ることの重要性を改めて実感した。 
今年は参加者が極端に少なかった事は残念であった。（３会より１２人） 

クリーンハイクは自然保護委員会を中心に計画・実施しているが、参加者が年々少な

くなっている。いくつかの問題が考えられる ・実施計画が各会からの参加を考慮し

ているか ・会と会員のクリーンハイクへの関心が低下している等、自然保護を根本

から考える必要がある。労山は創立以来、登山者の使命として自然保護に取り組んで

来た。千葉県連は、房総の自然を守る運動に参加して大きな成果を残している。 
各会・会員の皆様に、労山の自然保護運動を考え、行動する事をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鴨川メガソーラーについて 
 昼食時に「鴨川の山と川と海を守る会」代表から現状報告を受けた。 
鴨川市と事業業者が、鴨川市田原地区における「太陽光発電事業着工に関する協定」 
を締結した。しかし、事業者の実態の公表、有害獣対策、市長は市議会に対し事実を

公表せず、林地開発許可が出る前日に市議に協定締結を発表する等不誠実な対応が 
あった。「県や市が許可を出したのではどうしようもない」等のあきらめムードも強

くなっている。しかし、今後の反対運動の広がりと署名活動が重要です。 
 守る会は、事業者の環視と県・市の指導体制が機能しているか等を監視・検証して

行くとの報告があった。千葉県連も今まで以上の取組みが必要になると思います。 
今後のポイントは、地元住民のメガソーラー反対運動の盛り上がりが大事であると感

じました。 

県連統一クリーンハイク 

千葉県連会長 広木 国昭（ちば山の会） 

＆ 鴨川メガソーラ建設予定地下見報告 

 

本日の成果？ 
昨年と同じコースで実施したが、

これだけのゴミがありました。 
車は入れるが生活ゴミの投棄は

無く、耕作地があった時のゴミ類

の放置が散見された。釣師のマナ

ーは良くなっていると思われる。 
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